
       １人１台端末の活用による実践事例 （小・中学校用） 

学校名 奈義町立奈義小学校 実践者名 小西 啓太 

教 科 国語 学年 第４学年 

活用内容 
アンケート 

意見交流 

実践日 令和３年９月 17日 

授業活用段階

（岡山県版） 
Stage2 

単元・内容等 「ごんぎつね」・意味調べ 

活用の概要（目的・活用場面・使用アプリ名を含む） 

【本時】 

(1)本時のめあてをつかむ 

 

 

 

(2)グループで、分からない言葉と、分担する言葉を  

決める。 

 

(3)国語辞典を使って意味を調べ、本文にふさわしい  

意味を選択する。 

 

(4)調べた言葉、場面、ページ数、行数、意味について Formsで入力す

る。 

 

(5)入力されたをスプレッドシートを全体で確認する。 

 

【次時】 

・本時で作成した「みんなの意味調べ」をノートに貼る。 

実践者の手ごたえ 児童生徒・保護者等の主な反応や声 

学級全体で行うことで、辞書引きが苦手な

児童も得意な児童も、それぞれのペースに

応じて、学習活動に取り組むことができ

た。 

（児童の反応） 

個人で意味調べを実施するときに比べて主

体的に取り組む姿が見られた。学級全体で行

うことで、短時間で多くの言葉の意味調べが

完成することに驚いていた。 

 

 

めあて 協力して「みんなの意味調べ」を作ろう。 


